










  ――ドイツにおける最近の安楽死議論から―― 
堀江 剛 
（大阪産業大学非常勤講師・哲学倫理学） 
 以下の論考は、2000 年 "Journal of Medicine and Philosophy" 誌に掲載された 








 1998 年 9 月、ドイツ連邦医師会は、ターミナル医療ケアに関する「死に付き添うた
























































師に義務づけ、後半の決定を拒絶している。前半 (a),(b) 及び後半(d),(e) に関する考
察は次章以降に譲るとして、ここではまず(c),(f) について簡単に触れておく。 
 







































































 ここでポイントになるのは、延命医療における「限界づけ Begrenzung, limitation」あ
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